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INTRO

仮想通貨とは一体何か？ この質問に答えるためには、まず価値論の側面から仮想通貨を分析する必要があり

ます。 仮想通貨は、現在市場で取引される商品の一種です。 商品とは、使用価値と交換価値を持ちます。

仮想通貨は通貨という名前を付けていますが、通貨としての機能はなく、現在の主な使用価値(有用性)は時勢

差益のための投機手段です。 したがって、社会的に全く有益でない使用価値を有し、社会がこのような投機

手段として使用価値を受け入れなければ、商品としての意味がなくなり、いかなる使用価値も持たなくなり

ます。

ある商品が貨幣になるためには、まず一般的な等価物として機能する必要があります。 一般的等価物とは、

経済に存在する全ての商品と交換が可能であり、全ての商品の相対的価値を、この一般的等価物の地位を得

た商品の単位で表現できなければなりません。 たとえば、金が一般的な等価物だとすれば、ナイキエア1足

は純金1匁、ノートパソコン1台は純金10匁、新型ベンツ1台は純金100匁と表現され、実際社会でこのように

絶え間なく交換が行われていなければなりません。

しかし、ほとんどの仮想通貨は現在、いかなる商品とも直接交換関係を結ぶことができず、またいかなる商

品の相対的価値も自ら表現できない地位にあります。仮想通貨が商店で他の商品の購入に使われ、仮想通貨

で決済可能な店が生まれたと報道した記事がありますが、これは仮想通貨を法定通貨と評価してから購入に

使われるのであって、仮想通貨が直接商品の相対的価値を表現するものではありません。

貨幣は価値の尺度、流通の媒介(=交換手段)、蓄財手段(=価値貯蔵手段)、支払手段という機能があります。

第一に、仮想通貨は一般的等価物の地位を持たないため、市場で取引されるすべての商品の相対的価値を表

現し、測定する尺度になりません。

第二に、仮想通貨は法定通貨として価値評価された後、非常に狭くて偶然に商品の交換において流通の媒介

となっているため、流通の媒介としてもほとんど機能していない。 他と比較すると、仮想通貨はクレジット

カードにも劣る購入手段の機能がありません。 価値の尺度と流通の媒介としての機能を持っていないため、

蓄財の手段にもなりません。 支払手段は、商品の信用取引において使用される資本主義経済において重要な

機能ですが、同様の理由で仮想通貨はこの機能を持っていません。



しかし、ユーザーの「欲求を満たす能力」があれば、それは価値があると思います。 どのようなものがどのよ

うにあなたのニーズを満たすのか? 二つの方法がある。 一つはそれを使ってあなたの必要を満たすことであ

り、二つ目はそれをあなたが使いたい他のものに交換することです。 例えば、宝石を所有して自分の美しさ

を倍増させたり、必要な時に現金化できるということです。

この交換の可能性が"間接的価値"を生み出しました。 結果的に人々が価値を語るとき、大抵の場合の市場価

格を考えるようになります。 ある人は宝石のような原材料は本質的な価値があると言っても、この主張は宝

石のための市場があるということに過ぎません。 あなたが宝石を直接使用する計画がある人でなければ、そ

の宝石の塊をあなたが有用な他のものと交換できるという点でしか意味がありません。 つまり宝石は固く形

成された市場があるので、この意味があるのは事実です。 いつでも宝石を市場に出して現金に交換すること

ができ、その現金であなたが欲しいものを購入できるのです。(それに反して、あなたが宝石市場を持たない

状況で買うなら、その定義通りに、あなたが宝石をあなたの欲しいものに交換することはできません。)すな

わち、あなた自身がそれを求めているわけではなくても、市場があるならそれは価値があるということです。

GXT PLATFROM INC(以下「GXT会社」といいます)は、GXT Tokenの価値を付与するため「 ダイヤモンド流通分

野のブロックチェーン・エコシステム」を作っています。これは、GXT Tokenが交換の価値として使えるプ

ラットフォームを作ったことを意味して、すでにGXT Tokenを保有している多くの人が使っています。

現在、GXT会社で運営しているプラットフォーム(gxtworld.com)では、1万個以上のダイヤモンド原石とダイヤ

モンド・ジュエリー商品を等級とタイプ別に販売してあり、ブロックチェーン基盤のNFT技術を適用してダイ

ヤモンド情報及びデジタル保証書として顧客に提供しています。

今後もGXT社は、最先端の新技術と事業ノーハウ（know-how）でダイヤモンド流通市場にある新しいパラダ

イムを提示して、お客様の信頼に応えられるよう努力する企業になります。
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GXTの用語整理

区分 意味

GXT Platform

GXT Platformでは、GXT Wallet(入出金)、ステーキング(補償)、サービス(ダイヤモン

ド仲介サービスとオークションなど)が提供されて、特にNFT(イーサリアム基盤のE

RC721)技術を適用して、ダイヤモンド固有の情報と取引内訳を確認することができ

ます。

GXT Token
GXT Tokenは、ユーティリティトークンでGXTトークンが上場されている仮想通貨

取引所で取引できるトークンです。

GXT NFT

GXT NFTは、代替不可能なトークンとしてGXT Worldで販売されるダイヤモンドと

ジュエリーの情報を記録して所有権(保証書の役割)をブロックチェーンの元帳を通

じて確認できるTokenです。

GXT WORLD

ダイヤモンドとダイヤモンド・ジュエリー商品が1万個以上登録・販売されてあり、

お客様が保有しているダイヤモンドが委託されて販売するサービスを提供していま

す。特にダイヤモンドとジュエリーの情報及び販売履歴管理のためにNFT技術を適

用して、商品の真偽と品質を保証しています。

Auction
海外の名品商品とダイヤモンドを一般競売及びランダム競売を通じて販売しており、

オークションに参加する時に、GXT Tokenで参加できます。

Staking
GXT ProjectとTokenの安定的なサービス及び価値のための政策で、GXT Tokenを保有

するホルダーがステーキング時の補償(Safe GXTとAvailable GXT)を提供する政策です。

Safe GXT
Safe GXTは、ステーキング時に提供される補償トークン(=Point)で、GXT WorldとAuct

ion利用時に使用できるトークンです。

Available GXT
Available GXTは、ステーキング時に提供される補償トークン(=GXTトークン)としてG

XTトークンが上場されている取引所で取引できるトークンです。

Burning
GXT Platformで使用され回収されたGXT Tokenは、全体の使用と取引量を勘案して一

定部分が消却されます。

Off –chain

Off-chainブロックチェーンの外にデータを保存することを意味して、ブロックの

サイズを増やさずに外部ネットワークを活用してブロックに入力されるデータを減

らす方向を模索し、これを通じてブロックチェーンとして実現できる現実的なサー

ビス技術の方向を指向します。

On-chain

GXT S Platform内のサービスを利用する時に、GXT  Cashで取引される内訳

をオフチェーン・トランザクションを通じて蓄積された情報を同期してメイン・ブ

ロックチェーン・ネットワーク上のトランザクション情報をブロックに登録して、

この時にオフチェーンから取得する情報は、核心情報だけをまとめてブロック上に

アップロードされることを言います。
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1. 市場の現況

1-1. 全世界のダイヤモンド市場

[全世界の市場規模]

 全世界のダイヤモンド市場規模は、2018年に870億千万ドルと評価されて、2019年から2030年まで年平均3.

0%成長することで予想されます。アメリカは、世界で最も大きな割合を占めており、2014年の42%から4

8%で成長されました。

 中国とインドの中産層と高い純資産世帯の成長は、肯定的な長期需要が増加させることで予想する (中

産層の基準: 中国の場合、年間仮処分所得が15,000ドル~45,000ドルで、インドの場合は、10,000ドル~25,

000ドルの家族で定義する)

 実質GDPとPDIについて長期的な展望は肯定的である; どちらの場合新型コロナウイルス感染症の不況に

もかかわらず毎年3%ずつ成長すると予想される.

Sources: Euromonitor; The Economist Intelligence Unit; Bain & Company
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1. 市場の現況

1-2. 主要ダイヤモンド流通企業の現況
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 ダイヤモンド生産は2017年頂点を極めて以後、約5%減少しており、2020年には約20%減少された。
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 新型コロナウイルス感染症の影響でダイヤモンド販売が減少される – 33%

Sources: Company data; Kimberley Process; expert interviews; Bain & Company

Sources: Company data; Kimberley Process; expert interviews; Bain & Company
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1. 市場の現況
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1-3. 流通構造と電子商取引市場の趨勢

ダイヤモンド一つが手に入るまでは、複雑な

過程を経ることになります。原石採取後、研

磨会社がダイヤモンドで加工して、中間収集

商 → ディーラー → 卸売商 → 小売商を経て以

後、消費者の手に入ることになります。

[電子商取引市場の趨勢]

[ダイヤモンドの流通構造]

ダイヤモンドの電子商取引市場は、新型コロナウイルス感染症により2020年に大きく増加された。



1. 市場の現況

2019年はダイヤモンド業界への挑戦的な一年でした。ダイヤモンド原石の生産量は、2016年に対して2017-19

年比約20%増加されました。しかし、増産がダイヤモンド・ジュエリーの需要増にはつながらなかったです。

実績は主に米国と中国との貿易障壁の増加、香港のような主要交易地域の政治的不安、主要地域間の顧客情

緒の悪化などにより悪化されました。2019年末には実績が改善されて、市場は2020年には回復傾向を予想し

ました。

しかし、新型コロナウイルス感染症が市場を直撃しました。2020年上半期には世界主要都市の閉鎖と景気低

迷によってダイヤモンド小売が15%減少されました。upstreamとmidstream企業も、鉱山閉鎖と国境間の商品

移動制限、販売キャンセルなど、運営上の支障をきたして、ダイヤモンド市場の需要と供給が妨害されまし

た。物流の崩壊、閉鎖、廃業などが供給網を揺るがされました。需要側面では疾病、防疫、失業などによる

所得減少が経済見通しが弱化させて、家計消費を低めました。ダイヤモンドカテゴリーに対する消費者の関

心は依然として強かったが、消費者の行動と選好度は変わりました。だから、ダイヤモンド業界の参加者と

マーケッターは、次のような市場変化に対応しなければなりません。

2020年ダイヤモンド小売販売の最大20%(2019年13%に増加する)がオンラインで発生したが、大部分の消費者

(70%)は店内で購入する前に、オンラインを通して検索してジュエリーを選択します。このような傾向が大流

行後、完全に逆転しそうにないため、小売業者はデジタル機能、楽しいオンラインショッピングの経験、そ

してオムニチャネルまたは物理的な相互作用に投資しなければならず、オンラインショッピング客のための

商品とサービスオンライン需要を促進するために業界はダイヤモンド認証書イニシアティブ、保証プログラ

ム及び顧客レビューを支援しなければならない、配送と返品政策もオンラインショッピングの利便性を高め

なければならないです。

また、事業参加者は長期的傾向と運用現実に合わせて，その事業モデルを再構成し続けなければならないで

す。このため、業界は長期的な成長見通しのためにデジタル技術を受け入れ、新しいマーケティング概念を

研究して、消費者を多様に参加させなければなりません。

大部分の消費者は、新型コロナウイルス感染症がダイヤモンド宝石類に対するその長期的関心に影響を及ぼ

さないと言うが、Covid-19はマーケティングで浮上する傾向が加速化されて、ダイヤモンドマーケティングは

熾烈な市場占有率競争、ダイヤモンドの消費者当たり低い購買頻度、新世代製品の要求事項の変化などでさ

らに複雑になっています。そしてダイヤモンド産業は他のプレミアム及びラグジュアリー部門に比べてマー

ケティングに十分な投資をしていないです。一律的なマーケティング時代は終わり、オーダーメード分析基

盤戦略を開発することがこれから主要競争優位になることです。危機以降、環境で成功を収めるためにマー

ケッターは変化する顧客の情緒と優先順位を綿密にモニタリングしてデータ分析を活用して個人化が加速化

できるソリューションが必要です。

1-4. 市場分析



2. GXTの事業紹介

2-1. 会社紹介

GXTはバージン諸島に本社を置き、シンガポール、ドバイ、インド、カンボジアなどの国でダイヤモンド流通事

業をするグローバル企業で、ダイヤモンドとジュエリー流通プラットフォーム及びジュエリーブランドを運営

している会社です。

GXTはGXT Tokenに対する価値を付与するため、「ダイヤモンド流通分野のブロックチェーン・エコシステム」を

作っており、これはGXT Tokenが交換の価値として使用できるプラットフォームを作ったということを意味します。

また、GXTPLATFORMINC.は1940年にニューヨークで設立された80年伝統のジュエリーブランドである「bergere」を

皮切りに、ブロックチェーン基盤のダイヤモンド及びジュエリー取引プラットホーム (www.gxtworld.com)を運営し

ており、先日、韓国アイドル防弾少年団（BTS）とストーンヘンジ（Stonehenge）のコラボ・ジュエリー・グッズ

の正式製造流通会社であるStonehenge GとGXTは、2020年9月25日にグローバル公式販売パートナー契約を締結しま

した。

そしてGXTは、もう一段階に発展するためにGXTが運営しているGXT World(ダイヤモンドとジュエリーオンライン

モール)では、ブロックチェーン技術によってダイヤモンドの流通全過程及び情報を偽造・変造は不可能な品質保

証書(GXT NFT)を発行して、ダイヤモンド購入時に提供しています。

GXTは、ダイヤモンドとジュエリー流通生態系の新しいパラダイムを提示して、持続的な成長を目標でしています。



2. GXTの事業紹介

2-2. 事業概要

NFT(Non-fungible token)とは?

代替は不可能なトークンの固有IDと所有権はブロックチェーン元帳を通じて確認できる。代替不可能トークン

では暗号ハッシュ関数を通して処理されるメタデータがあり、このアルゴリズムは40文字と数字の

シーケンスが計算できる。代替不可能トークンは、ゲーム、アート、宝石などにおいて資産相互運用性の可

能性を創り出す道具で使用されている。

 GXT PLATFORM INC.は、ダイヤモンドの流通と販売を専門でするグローバル企業として、現在GXT World(ダイ

ヤモン・とジュエリーMall)を運営しています。

 GXT Worldは、ブロックチェーン基盤のダイヤモンドとジュエリー取引プラットホームで、1万個以上のダイ

ヤモンドとジュエリーを販売する取引プラットホームです。

 GXT Worldでは、ブロックチェーン技術によってダイヤモンドの流通全過程と情報を偽造・変造は不可能な

品質保証書(GXT NFT)を発行して、ダイヤモンド購入時に提供しています。

 各GXT NFTを通じてダイヤモンドの情報と取引内訳をGXT Worldで照会することができ、ダイヤモンド及び

ジュエリーの真偽と品質保証が確認できます。

 GXT Worldは、委託販売システムと価格保証プログラムを提供して、信頼度は高い取引の機会を提供するこ

とによって、既存ダイヤモンド流通市場における新しいパラダイムを提示しています。



2. GXTの事業紹介

2-3. GXTプラットフォーム&トークンの紹介

특징 GXT Platform & Token]

GXT
Platform

 ステーキング

 ダイヤモンド·ジュエリーの
取引プラットホーム

 ダイヤモンド・オークション

GXT Token

 暗号通貨取引所の

上場と取引

GXT NFT

 ダイヤモンド・ジュエ

リーの情報登録(保証書)

 商品購入時に提供する

ERC 721ERC 20

1

2

3

4

GXTトークンは、仮想通貨取引所で上場されて取引できるユーティリティトークンです。

GXT NFTは、ダイヤモンドの情報をブロックチェーンの元帳で記録され、保証書として使用されて

お客様が商品購入時に、お客様のイーサリアム・ウォレットで送信されます。

GXTプラットフォームはウォレット、ステーキング、GXT World、ダイヤモンド・オークションで

構成されており、GXTトークンとGXT NFTで区分され運営されています。

GXTトークンは、ERC20基盤のユーティリティトークンであり、GXT NFTはERC721基盤のトークン

で代替不可能なトークン(NFT)で開発され発行されました。
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③GXT Token

会員

⑤-2 商品購入

⑤-4
商品

④

⑤-1

⑥GXT Token
移動

⑤-1 決済

GXT NFT 登録

原石 ジュエリー
委託販売

(サービス予定)

会
員

オークション
(GXT Platform 内)

オークションに参加する
(GXT Token)

落札

GXT Tokenで参加する

競売品

Burn
Wallet

GXT C/A
Wallet

Sales
Wallet

使用されたGXT Token決済されたGXT Token

GXT Token GXT Token

⑤-3 
GXT NFT

2. GXTの事業紹介

2-4. GXTのプラットホーム・ストラクチャー

i）GXTプラットフォームは、ウォレット、ステーキング、サービス（ダイヤモンド・ジュエリーの取引プラット

ホーム& ダイヤモンド・オークション）で構成されています。

ii) GXTステーキングは、GXTトークンが上場されている取引所を通じて購入後、GXTプラットフォームで申請するこ

とができます。

iii) GXT Worldとオークションを通して使用されたGXTトークンは、GXT C/Aで集まって再販売されたり、消却処理さ

れます。

Available 
GXT

Safe 
GXT



2. GXTの事業紹介

2-5. 事業構造

ⅰ) ダイヤモンドの供給会社からダイヤモンド(原石)を輸入する時に、ダイヤモンドの情報を受け取ることがで

きます。

ⅱ) ダイヤモンドの情報(原産地、加工企業、商品情報、固有ナンバーなど)をGXT NFTに記録して、gxtworld.

comで登録します。

ⅲ) ダイヤモンドとジュエリー購入時に決済は、クレジットカード、現金、簡単決済、Safe GXTですることがで

きます。

Iv）GXT Worldを通してダイヤモンド販売の場合に、商品と共にGXT NFTを購入したお客様に提供します。

GXT NFT

原産地 加工企業 商品情報 固有番号

②情報登録

③GXT NFT 登録

Diamondの商品情報

Diamond 輸入

カスタマー

경매 서비스
(Action)

クレジット
カード

現金 簡便決済 Safe GXT
(= GXT Point)

決済

GXT Platform
(ダイヤモンドおよびジュエリー取引プラットフォーム)

⑤ 商品と

GXT NFT

① 原石とジュエリーの情報

④ 商品決済



2-6. GXT Token Staking補償政策

User

GXT Platform

GXT Staking

Available GXT Safe GXT

GXT Token Action GXT World Point

Staking Reward

GXT World

Buy GXT Token

Cryptocurrency Exchange

GXT Token

Sign up for GXT membership and create a GXT wallet

Request GXT StakingTrade

UseChange Use Change

Use

GXT Tokenステーキングは、ユーザーがGXTトークンが上場されている暗号通貨取引所を訪問し、GXTトー

クンを購入後、GXT Platformに会員加入してからGXTウォレットを生成し、ステーキング申請をするプロセ

スになっている。この時、GXT ステーキングの際にユーザーに提供される報酬としてAvailable GXTとSafe G

XTが支給されるが、Available GXTはAuctionに参加でき、GXTトークンに転換して仮想通貨取引所で取引が

できる。 また、Safe GXTはAuctionに参加でき、GXT World Pointに転換してGXT World(ダイヤモンド&

ジュエリー取引プラットフォーム)で商品を購入できる。

GXTトークンの価値は、ステイキングを通じて補償されるAvailable GXTとSafe GXTにあり、特にSafe GXT

はポイント概念としてGXT Worldでダイヤモンドを購入する際に使用した分だけ安くダイヤモンドを購入で

きるというところにある。

2. GXTの事業紹介



2. GXTの事業紹介

2-7. 競争力

 GXT Tokenの 検 が される

グローバル法律事務所(英国とシンガポール)を通じて、「ユーティリティトークン」として法律検討(Legal Opin

ion)を終えました。

 GXT TokenのCode Audit検 が される

システムセキュリティ検討の専門企業からGXT Token(ERC 20)に対するCode Audit検討が完了されました。

 GXT の 検 が される

ブロックチェーンビジネスの検討と評価専門企業からは、事業の安定性と連続性についての検討を終えました。

 GXT Platformのセキュリティ強化

GXT Platformのシステムセキュリティは、多重化セキュリティシステムを適用しており、特に異常な兆候

ウォーニング・システムを通じて、24時間モニタリングをしています。また、ホルダー(会員)のウォレットを

ハッキングから保護するため、個人OTPが適用されました。

 GXT Token Stakingの運営

GXTトークンは、事業初期にプライベートセールを進行してから、GXTトークンが上場された取引所を通じて

のみ購入でき、購入したGXTトークンをGXT Platformを通じてステイキングする時に、GXTトークンとして補償

が提供されています。 (* 補償はステイキングの数量と期間によって差をつけて支給される)

 GXT Tokenの消却政策

GXT Platformで使用され回収されたGXT Tokenは、全体使用と取引される数量を勘案して一定部分が消却されま

すので、消却量は総発行量において毎年使用される数量と保有している数量を分析して決定されます。これは

GXT Tokenの価値を維持すること及びサービスの安定性を高めるためです。



Staking GXT World AuctionWallet

3. GXT PLATFORMの紹介

GXT Platformはブロックチェーン基盤の様々なサービスを開発して、ユーザーが仮想通貨

をより便利に利用できるように生態系を拡張しています。

 GXT Wallet

GXT Walletは、ステーキング ／サービス（ダイヤモンド取引プラットホーム、オークション)で構成されて

おり、反応型ウェブとして開発されました。

 Staking

GXT Tokenのステーキングは、システムと事業の安定的な運営のためのGXT PLATFORMの運営方針で、

ステーキングは数量や期間によって差をつけて補償されます。

 ダイヤモンドおよびジュエリー取引プラットフォーム

 gxtworld.comは、ダイヤモンド及びジュエリーモールで、多様なダイヤモンド商品及びジュエリーを販売

しており、委託販売サービスも準備しています。

 Auction

オークション(競売)は、会社が販売している商品の中から1つを選択して、毎月1~2回行っており、オークショ

ンへの参加はGXT Tokenで進行することができます。オークションの落札方式では、最高価格落札方式と固定

価格入札時にランダム抽選方式で区分されて運営されています。

3-1. GXT Service Platformの主要構成



 GXT Platformは反応型ウェブとして開発されて、PCやモバイルで自由に利用できます。

 GXT Platformの会員登録は、携帯電話番号とメール認証を通じて、早く簡単に会員登録

ができます。

 GXT Dash Boardを通じて、現在利用者が保有しているGXT Tokenとその他の登録Toke
nの数量を確認でき、入金と送金が便利です。

 GXT Platformは、gxtworld.com及びオークションサービスと連動しており、容易に早く

サービスにアクセスして利用できます。

 GXT Platformは、セキュリティに特化した技術を適用して、ユーザーの資産を安全に保護

しています。

3. GXT PLATFORMの紹介

3-2. GXT Service Platformの機能

Wallet Staking GXT World Auction



3-3. GXTサービス・プラットホームの機能

Staking

 GXTステーキングは、仮想通貨取引所でGXTトークンを購入後、GXT Platformに会員登録し

て、GXTトークンへでノードで申請する時にステーキングが進行されます。

 ノード申請は、1ノード当たり1,000GXTで、 ステーキング期間は3、6、12ヶ月間で選択し

て申請できます。

 ステーキングの補償は、ステーキング期間によって差をつけて適用されて、GXTトークン

で提供されます。

 GXTステーキングは、会社の運営方針によって変動することがあります。

3. GXT PLATFORMの紹介



ダイヤモンド・ジュエリー Mall

 GXT WORLDでは、ダイヤモンド原石(カッティング)及びジュエリー商品を購入することが可能な取引プ

ラットホームで開発されており、1万個以上のダイヤモンドが登録されていてダイヤモンドタイプと等

級を選択して購入できます。

 Blockchain技術を適用して販売する商品(ダイヤモンド原石とジュエリー)に対するGXT NFT(デジタル品

質保証書)を提供して、GXT NFTは今後ダイヤモンド取引時にGXT社が製品の品質保証をいたします。

 GXT Worldは、取引プラットホームでの販売以外にも委託販売サービスを追加する予定です。

 GXTWORLDでは現金、クレジットカード、イージーペイメントだけでなく、GXT Tokenでもダイヤモンド

を購入ことができます。

3-3. GXTサービス・プラットホームの機能

3. GXT PLATFORMの紹介



AUCTION

 オークションは、GXT Worldで公式的に販売されるダイヤモンドとジュエリー商品で進行されます。

 オークションへの参加は、GXT Tokenでのみ可能で、参加チケットを購入すると、オークションに参

加できます。

 オークションは、最高価格落札方式とランダム方式(抽選)で進行されます。

 オークションは、毎月1~2回で進行されます。

 落札をする時に、配送保険料は会社が支払いますが、税関を通関する時の税金が本人負担となるこ

とです。

3. GXT PLATFORMの紹介

3-3. GXTサービス・プラットホームの機能



Xangle は仮想通貨市場を透明で信頼性のある情報環境に改善するために構築された情報公示プラットフォー

ムで、このプラットフォームは仮想通貨プロジェクトから情報を収集し、企業情報と公示情報を透明に公開

するサービスを提供しています。また、Xangleはグローバル取引所とのNetworkingが形成されており、多く

の仮想通貨取引所がXangleが提供するレポートに対する信頼を持っているため、グローバル取引所上場時に

良い条件で上場が可能です。GXT PLATFORM INC.は、Xangleとの様々なプロジェクトを進めており、Xangl

e Reportの結果、発展可能なプロジェクトとして認められました。

４. GXTの主要パートナー会社

ハッチラボ(Haechi Labs)は、スマート契約のセキュリティホールを見つけ、監査サービスを提供する企業で、

多くの企業に依頼しており、ハッチラボから結果レポートを受けたプロジェクトは、技術及びセキュリティ

について市場で認められています。ハッチラボの主な顧客企業としては、SKテレコム、コインプラグ、カカ

オグラウンドXなどの有力情報通信技術(ICT)企業やLGグループ、新韓（シンハン）銀行などがあり、これら

の企業は既存のサービスとブロックチェーンを連動するなど、デジタル転換戦略を立てる際にもハッチラボ

はコンサルティングの提供を受けています。GXTトークンについて、ハッチラップスでは技術と保安検査が進

行されました。

Duane Morris & Selvam LLPは、アメリカに本社を置く国際法律会社であるDuane Morris LLPとシンガポールに本

社を置く、法律会社であるSelvam LLCの合弁法律ベンチャーです。アジア、アメリカ、ヨーロッパの事務所で

800人以上の法律専門家を有するこの会社は、企業がアジア、アメリカ、ラテンアメリカ、イギリス及びその

他の地域においてビジネスを進行するよう支援しています。GXTはDuane Morris & Selvam LLPを通じて法律検討

を受けました。



貿易のために作られたDMCCは、国際商品貿易の先導的な中心地であり、世界で最も速く成長する自由地域と

して確固たる地位を占めました。金、ダイヤモンド、貴金属から茶、食品、産業資材まで、様々な商品につ

いての貿易を促進しています。今日DMCCは、主要多国籍企業と新生企業の本拠地として、18,000社以上の企

業が成功するために必要な世界的レベルのサービスを提供するために、先導的インフラとコミュニティを提

供しており、GXT会社はDMCCとの協力を通じて、ダイヤモンドの輸入を進行しています。

４. GXTの主要パートナー会社

IDEX(International Diamond Exchange)は、Antwerp、Mumbai、Ramat Gan及びNew Yorkのような主要ダイヤモン

ド都市に位置する専門ダイヤモンド企業で、取引者のための先導的なオンライン・ダイヤモンドを取引する

プラットフォームです。IDEXは、動的価格策定機能と独占的かつ固有のオンライン取引清算機能(GDT TM)を通

じてオンライン、ライブ、供給リストを提供して、7000人以上の専門取引者がこのシステムを定期的に使用

します。GXT会社は、IDEXとの戦略的パートナーシップを通じてIDEXのダイヤモンド商品(原石)Poolから提供を

受けています。

Silverstone Global
Silverstone Globalは、ジュエリー流通専門企業で、「BTS & Stonehenge」コラボ商品である誕生石ネックレスの

ライセンスを保有しています。2020年9月、GXT会社は Silverstone Globalと「BTS & Stonehenge」コラボ商品で

ある誕生石ネックレスを海外に流通できるパートナーシップ契約を締結しました。これでGXT会社は、高価な

ダイヤモンドとダイヤモンド・ジュエリーのほかにもカジュアルの商品も備えることになりました。



５. GXT BLOCKCHAIN TECH

5-1. GXT On-Chain Blockchain Platform Ethereum



 On-chain transaction (GXT MAIN)

On-chain (Ethereum Protocol) では、GXTオフチェーントランザクションを通じて蓄積された情報を同期させ、

GXTメインブロックチェーンネットワーク上のトランザクション情報を登録します。この時、オフチェーン

から取得する情報を最小限に抑え、ブロック上には必要な情報だけを登録します。

 Off-chain transaction (GXT SUBNETWORK)

GXT platformサービスでは、重要なデータを追跡·保存するための記録システム応用リポジトリが必要です。

重要なデータとしては、GXT内口座のクレジット引き出し取引内部規制データ（例:GDPR）、トランザクショ

ン全体記録（GXT COMMERCAL SERVICES）などがあります。 このような情報は既存のデータベースを伝統

的に具現化できる方法で記録します。 関係型データベースを使用して監査機能を構築する場合、ミスが発生

しやすくユーザ指定開発方式を使用しなければならないため、意図しないデータ変更の追跡·検証は困難です。

GXTはクラウド提供オフチェーンシステムを構築することで拡張可能なサーバーレスアーキテクチャを活用

して過去記録の整合性を容易に確認します。オフチェーン上の数多くのロジックで発生したデータを効果的

に管理し、オンチェーンと連結することで、中央運営方式と分散型所有運営方式のハイブリッド型GXTシス

テムの構築を目標としています。

GXT 
TRANSACTIO

N 
TYPE GXT OFF 

CHAIN

GXT ON 
CHAIN

ETHERUM 
2.0

GXT DAPP

GXT 
CENTRALIZE
D
DATA BASES

TRANSACTION SIGNED 
BROADCATED 
TO AND SETTLES DIRECTLY 
ON THE ETH BLOCKCHAIN

TRANSACTION HANDLED 
OUTSIDE OF THE ETH 
BLOCKCHAIN

GXT KEY
TRANSFER

TRANSACTION CARRIED 
OUT AS A REALTIME 
TRANSFER ON A PRIVATE 
KEY OUTSIDE OF THE GXT 
BACKEND

• CROSS SHARD 
COMMUNICATION

• THE BEACON CHAIN

• APPLICATIO
N DATA

• SYSTEM OF 
RECORD

• AUDIT TRAIL

５. GXT BLOCKCHAIN TECH

5-2. GXT Network Chain Structure



 On-Chain + Off Chain

現在、GXTサービスプラットフォームでは、約2万人が利用しており、1ヵ月の利用件数は1万件に達していま

す。

GXTサービスプラットフォームで発生するデータはリアルタイムで数多くのトランザクションを発生させ、

それに伴う即時の結果情報(result)を知る必要がありますトランザクション処理は、メインネットのオン

チェーンではリアルタイムのサービスに対応できません。 (決済応答処理速度がブロック生成に及ぼす影響の

ため)そのため、GXTはフロントDAPPとサービス管理者画面で登録、保存される数多くの情報をオフチェーン

で管理し処理します。

これに対する最終結果値をオンチェーン(イーサリアム)ブロック上にアップロードして整合性に対する補完を

指定します。 オフチェーン階層で結果に対する署名処理を進めますが、最終的な結果情報は別のネットワー

クでブロードキャストされ、イーサリアムブロックチェーンの外部でギャザリングされるからです。

• GXT의 On-Chain / Off Chain 構造的必要性

トランザクションの処理速度 (Transaction processing speed)

トランザクションが発生した後、そのトランザクションがブロックチェーンネットワークに伝播され、確定されるまでか

なりの時間がかかります。 もしGXTのコマーシャルサービスで決済手段としてGXTを使用した場合、イーサリアムでブ

ロック生成し、この結果が伝達されるまで数秒の時間がかかることになります。 ですから、迅速な処理が必要なサービ

スはオンチェーンで処理できず、オフチェーンで処理しなければならない場合が生じるからです。

プライベート (Private)

ブロックチェーンに上がるトランザクションのすべての内訳は、公開帳簿を通じてすべての人々に公開されます。 とこ

ろが、公開を望まない個人情報などが入っているトランザクションを発生させなければならないなら、その時オフチェー

ンとして処理します。

費用/拡張性

トランザクションを検証する時に採掘者に支払わなければならない費用が発生し、1秒当たり処理できるトランザクショ

ンの数(TPS)が少なすぎます。 したがって、頻繁に発生する小口決済のようなサービスを現在の全てのチェーンで行うと

なると、送金額より手数料が多く支払うことになります。

Centralized Network Decentralized Network GXT HIBRID  Network

５. GXT BLOCKCHAIN TECH

5-3. GXT Network Chain Structure



CLIENT LAYER

:ブロックチェーンアプリケーションインタフェース（Blockchain Application Interface）を提供します。End

PointでGXT Platform内に使用されたデータをGXT APIを通じてサーバで送信します。

STORAGE LAYER

: GXTで連動したデータをHash Code化して、GXT OFF CHAINのトランザクション情報に蓄積する役割を進行

します。

GXT ONCHAIN LAYER

:トランザクションが発生したノードと自分のトランザクションを検証して、取引内容を共有します。他の
ノードに伝播されて悪意がある攻撃で判断されたノードがあれば、取引内訳が初期化されて、完全性が検証

された取引内訳に同期させます。

GXT ON-CHAIN BLOCKCHAIN

:ブロックチェーンデータ構造の保存スペースです。マークツリー（Merck Tree）と認証デジタルサイン情報、

ハッシュ、トランザクションを盛り込んだブロック、Dappで配信されたMETA DATAが保存できます。

GXT BLOCKCHAIN
GXT TRANSACTION / ETH NETWORK

③ SHA DECRYPTION
HASH DATA / DECRYPTION KEY

GXT SMART CONTRACT

GXT RPC API

CLIENT 
LAYER

STORAGE 
LAYER

SMART 
CONTRACT 

LOGIC

GXT ON-
CHAIN 

BLOCKCHAI
N

Mobile Dapp
(Android / IOS)

GXT API
Admin Management

Off Chain / Transaction Data
KEY / META DATA

５. GXT BLOCKCHAIN TECH

5-4. GXT System Architecture



GXT会員登録時、KYC認証を経て、Google OTPと2次パスワードを設定する必要があり、保存される顧客の情報

は暗号化されてセキュリティDBサーバーで管理します。

GXT TOKENの保有者は、ステーキングサービスを通じて資産を持分化するコードが実行されます。 GXT Token

のステーキング保有持分及び期間によって補償が支払われます。 ステーキングに対するアンボンディング期

間が与えられ、ステーキングモジュールを管理するプロセスを構築することによって、コアのステーキング

モジュールとスマートコントラクト間で疎通できるインフラを構築する予定です。

GXTサービスプラットフォームは、セキュリティソリューションによってサーバー、クライアント、ネット

ワーク及びデータを保護しており、GXT Token不正決済に関連してoff-chain上のトラッキング情報に異常現

象が発生した場合、これを感知して、不正決済防止とブラックリストアカウントをSMART CONTRACTで実現

します。

５. GXT BLOCKCHAIN TECH

5-5. GXT Smart Contract



５. GXT BLOCKCHAIN TECH

5-6. GXT NFT

Smart contract application

Send request for gem 

Gxt generates send proofs 

to the Gxt Method

The Gem Contract verifies Smart contract application

Receive verified Gem

GXT NFTの基本作動方式

1. SMART CONTRACT APPLICATIONまたはWEBは、GEMのメタ情報を生成するための要請を発信する

2. GXT NFT Method APIを通じたGEM CONTRACTの証明を発信する

3. GEM CONTRACT契約コード実行を通じた情報検証

4. SMART CONTRACT APPLICATIONでGEM情報をユーザーに受信する

GXT NFTは宝石と高価品、芸術品など高価な資産供給網で提供される有形資産を追跡しますが、特に有用で

す。 GXT NFTの機能要素を通じてユーザーの資産をトークン化することであり、ブロックチェーンから物品

に対する出所、認証、検収、トランザクションの過程を追跡できます。これは効率的な品質管理と信頼性／

無経性に基づいて、模造品を特定して制限・管理できる長所を持っています。 グローバルジュエリーの市場

でスマートコントラクトを使用して、ビジネスが可能になり、GXT FNT Contractを活用して決済システム、購

買、移管などの出所を記録するブロックチェーンと既存のback-endシステムを相互連結できます。また、透明

かつ完全に統合されたGXT NFT設計と技術的な具現を通じて、宝石検証と支給を自動的に処理するback-endシ

ステムアップデートまで進行できます。一定期間または特定過程を過ぎると、消却もできます。
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 Ecosystem & Holder Compensation  ------------------------------

 Holding Foundation  -----------------------------------------------

 Incineration & Exchange  ------------------------------------------

 Sales  ----------------------------------------------------------------

50%
10%10% 30%

Ecosystem & 
Holder 

Compensation

SalesIncineration
& Exchange

Holding 
Foundation

７. 情報・運営ポリシー

 Token Name ------------------------------------------------ GXT

 Symbol ------------------------------------------------------

 Total Issued Quantity -------------------------------------- 5億個

 Algorithm --------------------------------------------------- EHEREUM / ERC 20

 Type --------------------------------------------------------- UTILITY Token

 Service Platform -------------------------------------------- GXT PLATFORM

の情報

の運営ポリシー

2.5億個

0.5億個

0.5億個

1.5億個



８. ROADMAP

1Q

4Q

3Q

1Q 3Q

2Q4Q

3Q

2Q

2019年 2020年

2021年

 GXT 財団設立

 GXT トークンプライベート販売

 DMCC ダイヤモンド協力契約

 IDEX ダイヤモンド流通パートナー

シップ契約締結

 GXT プラットホーム開始

 海外ホルダーの招待イベントを

進行する

 BW / LATOKEN 取引所上場

 Bergere (ジュエリー・ブランド )

ライセンス契約

 プライベートセールは終了する

 GXT World プラットホーム開発
 ダイヤモンド・オークションが始める

 Coinsbit 取引所上場

 第一次 Legal Opinion (ヴァージン諸島)

 GXT プラットフォームの高度化

 Code Audit レポート(Hatch Labs)

 BTS & Stonehenge コラボレー

ション商品流通契約締結

 第二次 Legal Opinion

(シンガポール)

 GXT World プラットフォームの高度化

- GXT NFT プラットフォーム開発

- GXT NFT 発行

 取引所上場 (Liquid,Bithumb) 予定

 取引所上場の予定

(BITTREX, XIGNAL)



９. VISION

グローバルダイヤモンドマーケットの
Top5へ進入する

GXT PLATFORMINC.は、2030年までにダイヤモンドグローバル流通市場でTop5内に

進入することを目標して、ダイヤモンド取引プラットホーム事業及びBergere高級

ジュエリー・フランチャイズ事業を推進する計画であり、オフライン・ダイヤモン

ド・ジュエリーお店でGXT NFTプラットフォーム・サービスを提供します。



.法的告知と免責条項

本免責条項の全ての内容を注意深くお読みください。 もしあなたの今後の行動に関して自信がない場合は，

法律，財務，税務などの専門家に相談することをお勧めします.

10.1 法的告知

(a) 本白書は作成当時を基準にGXTプロジェクトと関連し、一般参考の目的でのみ配布され、検討及び修正さ

れることがあります。 本書は表紙の日付を基準に最新の情報を反映しており、最終本ではないことにご注意

ください。 該当日付以降、GXTプロジェクトの事業運営、財政状態など、本文書に記載された情報が変更さ

れることがあります。 本白書は、非定期的にアップデートすることがあります。

(b) GXTトークン(GXT Token)の売買に関連する契約または法的拘束力のある誓約を締結する義務は誰にでも

なく、本書に基づき資金を授受してはなりません。 GXTトークンの売買は法的拘束力のある契約書を通じて

行われ、関連詳細事項は本書とは別途に提供されます。 契約書と本書の内容間の不一致が発生する場合、契

約書が優先適用されます。

(c)本白書は、いずれの場合もGXTトークン発行人配布者企業によるトークン販売または購入の提案により、

解釈されてはならず、本文書の提示または文書自体が契約及び投資決定の根拠となり、依存されてはなりま

せん。

(d) GXTトークンは証券、事業信託の単位、または集団投資計画の単位を構成するためのものではなく、これ

についての各定義は事業地管轄区域の同等の規定に定められる定義に従います。 したがって、本書は目論見

書、目論見書、提案書等で提供されたものではなく、如何なる管轄圏においても証券、事業信託の単位、集

団投資計画の単位等の投資提案や募集と解されてはなりません。

(e) GXTトークンが購入者にGXTプラットフォーム、GXTトークン、製品と関連して参加したり、投資収益収

入支給利益またはその金額の一部を受領できる機会として理解、解釈、分類、取り扱われてはいけません。

(f) 本書に明示されたトークン発行方式が規制または禁止された管轄圏において、この文書の全体または一部

を複製、配布等伝播することはできません。

(g) GXTトークンの購入を希望する場合、GXTトークンを以下のように理解、解釈、分類、取り扱いとしては、

いけません:(1)暗号通貨ではない他の貨幣、(2)その他の機関が発行した債券及び株式、(3)これらの債券及び株

式に対する権限、デリバティブ、(4)投資収益の保障又は損失の回避が目的またはこれを目的と詐称する差額

契約及びその他の契約下の権利、(5)集団投資計画、事業信託などの証券の単位またはデリバティブ。

10.2 配布と電波の制限

（a）本書の全体又は一部を配布又は伝播することは、いかなる管轄権の法律又は規制要求事項によって禁止

及び制限されることがあります。 制限が適用される場合、あなたは本書の所持によって適用できる制限事項

を自ら熟知し、法律等の諮問を求め、これを遵守しなければならず、GXTプロジェクトを運営する会社とGXT

役職員、代理人、関係会社等(以下、「GXT及び関係会社」という。)はこれに対する責任を負いません。



(b) 配布及び電波により本書を閲覧又は所持することになった場合、そのいかなる目的であれ、本書又はその

内容を配布、複製等、その他の方式により他人に共有したり、このような状況が起こることを許容及び原因

提供してはなりません。

10.3 責任排除

(a) GXTトークン、GXT会社及び関係企業が提供する関連サービスは「ありのまま、可能な限り」提供されます。

GXT会社と関係企業はGXTトークン及び関連サービスの接近性、品質、適合性、正確性、適正性、完全性など

について明示的黙示的保障または描写をせず、これに関連してエラー、遅延、欠落、またはこれに依存して

取られた行動についていかなる責任も負わないことを明示します。

(b) GXT会社及び関係企業は、本書に記載された情報を含み、いかなる形であれ、真偽、正確性、完全性を如

何なる主体や個人に描写、保障、約束したり、これを主張したりしません。

(c) GXT会社及び関係会社は、あなたが本書の全体又は一部を受け入れたり、これに依存することにより、こ

れと関連して発生するいかなる間接的、特殊的、付随的、結果的な損失(投資収益収入利益の損失、活用及び

データの損失などを含むが、これに限定されない)について契約上又は不法行為上の法的責任を負わず、これ

は関連法律規制が許容する最大限度内で適用されます。

10.4 未来予測陳述に対する警告文

(a)本書に明示されている特定の表現は、プロジェクトの未来、未来の事件、展望などについての予測性の陳

述を入れています。 このような内容は歴史的事実に基づく陳述ではなく、「予定」、「推定」、「信頼」、「期

待」、「展望」、「予想」などの単語と類似した表現で識別されます。 本書の他、発表資料、インタビュー、動

画等その他の公開資料にもこのような未来予測陳述が含まれることがあります。 本書に含まれる将来予測に

関する陳述は、GXT会社及び関係企業の今後の結果、業績等を含みますがこれらに限られません。

(b)未来予測陳述は、様々なリスク及び不確実性を含んでいます。 このような陳述は、未来の成果を保障する

ものではなく、したがって過度に依存してはなりません。 リスク及び不確実性が現実のものとなった場合、

GXT会社及び関係企業の実際の成果と発展は、将来の予測陳述により設定された期待とは異なることがあり

ます。 今後、このような状況に変化が生じた場合でも、GXT会社及び関係企業は未来予測陳述のアップデー

トを提供する義務がありません。 本白書、GXT会社および関係会社のホームページやその他の資料等に含ま

れた未来予測陳述に基づき行動を行った場合、未来予測陳述の内容が実現できなかったことに対する責任は

もっぱらあなたにあります。

(c) 本書が作成された日付を基準に、GXTプロトコルプラットフォームは完成、または完全に運用中の状態で

はありません。 今後GXTプラットフォームが完成し、完全に運営されるという前提で説明が作成されました

が、これはGXTプラットフォームの完成および完全な運営に対する保障、または約束と解釈されてはなりま

せん。

.法的告知と免責条項



10.5 潜在的リスク

(a) GXTトークンの購入及び参加を決定する前に以下の内容を注意深く読み、関連要素とリスクを

十分に分析及びご理解ください。リスクは以下を含みますが、それだけには限りませんん。

(i) 識別情報の紛失によるGXTトークンへのアクセス制限、GXTトークンを保管したデジタルウォレットに関

する必須個人鍵紛失等保管に係る購入者過失リスク

(ⅱ）グローバル市場及び経済状況によるGXTトークン発行後の価値変動リスク。 GXT会社はこのようなGXT

トークンの価値の不確実性によって、GXTトークンの生態系開発に必要な資金を支援できないか、意図した

方向でGXTトークンの生態系を維持できない可能性があります。

(ⅲ）政治、社会、経済環境の変化、株式又は仮想通貨市場環境の変化、GXT会社及び関係会社が事業を運営

する国の規制環境の変化、並びにこれらの環境においてGXT会社及び関係会社が生存又は競争できる能力の

変化に関するリスク。 特定の管轄圏においてGXTトークンに不利なブロックチェーン技術関連の既存新規規

制を適用でき、これによってGXTトークン廃止損失などGXTトークンの生態系とプロジェクトに相当な変化

が発生する可能性があります。

(iv）GXT会社及び関係会社の将来資本の必要性の変化、それを満たすための資本及び資金調達の可能性の変

化に関するリスク。 資金不足は、GXTプラットフォームの開発とGXTトークンの使用および潜在的価値に影

響を及ぼす可能性があります。

(v) GXTトークン価値の不利な変動、事業関係の失敗、開発運営中の競合企業の知的財産権主張など様々な

理由でGXTプロジェクト中断、解体またはローンチング計画中断に至ることがあり、これによってGXTトー

クン生態系、GXTトークン、そしてGXTトークンの潜在的活用に否定的な影響を及ぼすことがあります。

(vi) GXTプラットフォーム及びサービスに対する企業、個人などその他の組織の関心の不在、配布されたア

プリケーションの生成及び開発に対する公衆の制限的関心関連リスク。 このような関心の不在で資金調達の

制限を受けたり、GXTプラットフォームの開発とGXTトークンの活用および潜在的価値に影響を及ぼすこと

があります。

(vii) GXTプロジェクトおよびGXTトークンエコシステムをローンチングまたは実装する前に、GXTトークン

またはGXTプラットフォームの主要機能·規格に大きな変化を適用するリスク。 GXTは、GXTトークンおよび

GXT機能が白書の内容と一致することを意図していますが、それにもかかわらずこのような変更事項を適用

できます。

(vii) GXTトークンとGXTプラットフォームに潜在的に悪影響を及ぼす他のプラットフォームとの競争リスク。

(例:競争プロジェクトにより商業的成功ができなかったり、見通しが暗い場合)

（ix）第三者や他の個人が意図的に、あるいは意図せずにGXTプラットフォームに有害及び悪性コードを埋め

込み、GXTプラットフォームインフラとGXTトークン活用に干渉するリスク。 プラットフォームに使用され

るブロックチェーンもまた、このような攻撃に弱いためプラットフォーム、そして関連サービスの運営にリ

スクとして作用します。
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(x) 不可抗力、天災地変などの災害の発生により、GXT会社及び関係企業の事業運営とその他の統制不可能な

要因が影響を受ける可能性があります。 採掘攻撃、ハッカーまたはその他個人の攻撃などの事件により、

GXTトークン販売収益金の盗難および損失、GXTトークンの盗難および損失、GXTトークン生態系開発力量

阻害などが発生する可能性があります。

(xi)GXTトークンとその他の仮想通貨は、まだ検証されていない新しい技術であり、発展を続けています。

GXTトークンの完全な機能はまだ完成しておらず、完成に対する保障はありません。

技術が発展するにしたがって暗号化技術および方式の発展、合意プロトコルおよびアルゴリズムの変化など

がGXTトークン、GXTトークンの販売、GXTプロジェクト、GXTトークン生態系、そしてGXTトークンの活

用にリスクとして作用することができます。

(xii) GXTトークンは、GXTプロジェクト、GXTエコシステム、GXTなどと関連し、いかなる決定権も他の主

体に与えるものではありません。 GXT製品及びサービス、GXTトークン生態系などの中断、GXTトークン生

態系で活用されるGXTトークンの追加生成及び販売、GXT売却及び清算などを含むすべての意思決定はGXT

の自由裁量によって行われます。

(xii) GXTトークンの税金及び会計処理方法は不確実であり、管轄圏ごとに異なることがあります。 GXTトー

クンの購入で税金処理にマイナスの影響を受ける可能性があり、これに関連して独立した税務諮問を求める

ことをお勧めします。

上記のリスクの他にもGXT会社及び関係会社が予測できない他のリスクも存在します。 また、想定外の組合

せ及び変形のリスクも顕在化しえます。

(b)上記のリスク及び不確実性が実際の状況に展開する場合、GXT会社及び関係企業の事業、財政状態、運営

結果、見通し等が実質的かつ否定的な影響を受けることがあります。 この場合、あなたはGXTトークンの価

値の一部または全部を失う可能性があります。

10.6 追加情報とアップデートなし

GXTトークン、GXT会社および関係会社、そして関連事業および運営については本書に含まれた内容のほか、

誰も情報説明を提供する権限がなく、このような情報説明が提供されるとしてもGXT会社またはその関係会

社の権限を付与されたりこれらを代表するものと考えてはいけません。

10.7 諮問なし

本白書のいかなる情報も、GXTトークン、GXT会社、またはその関係会社に対する事業、法律、財務、税務

助言とはみなされません。 GXTトークン、GXT会社及び関係会社、そして関連事業及び運営に関しては法律、

財務、税務などその他専門家の諮問を受けることをお勧めします。 GXTトークン購入に対する財政的リスク

は無期限に適用される可能性があります。
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THANK YOU

www.gxtglobal.com


